
 

 

 

新型コロナウイルス感染症に対する基本方針および対応について 
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新潟食料農業大学 

学長 渡辺 好明 

 

本学では、新型コロナウイルス感染症への対策として、新型コロナウイルス感染症対策本部を設置

し、「感染しない・させない」「すべての学生・教職員および地域住民を守る」の原則に基づき、感染

防止と教育・研究活動、学生生活の充実化の両立に向けたきめ細かい取り組みを実践しています。 

 

学生・保護者の皆様、教職員の皆様には、本方針ならびに各種ガイドラインに基づく対応へのご理

解・ご協力を心より感謝するとともに、これまで感染者の発生を抑止することができていることをご

報告いたします。 

 

 さて、全国的に新規感染者数が増加傾向にある中、12 月 11 日に開催された政府の新型コロナウイ

ルス感染症対策分科会（第 18 回）では、「無症状感染者等による“見えにくいクラスター”が感染拡大

の一因となっている可能性」が指摘され、年末年始の忘年会や新年会、成人式、帰省等について、「体

調不調時の参加自粛や密集の回避、時期の分散などの工夫を行う」よう提言されています。 

 

また新潟県においても、12 月 17 日には『警報』が発令され、1 月 6 日までを期間として、［１］感

染拡大が見られる他都道府県との往来、［２］飲み会・食事会、［３］忘年会、新年会、初詣の 3 点に

ついて、守るべき対応が具体的に示され、慎重な行動をとるよう求めています。 

>> 新潟県ホームページ「警報発令に伴うお願い」(期間：12 月 17 日～1 月 6 日) 

 

こうした状況を受け、本基本方針および対応では、１月 31 日（日）までを期間として、新潟県を除

くすべての都道府県を『感染拡大の恐れがある地域』として指定し、就職活動や帰省等のやむを得な

い理由を除き、不要不急の移動を自粛するよう求めています。 

 

また、『感染リスクが高まる活動・行動・環境を徹底的に避けること』を感染防止の最重要ポイント

として注意すべき活動・行動・環境を具体的に例示するとともに、感染リスクや体調不安を感じた場

合は、大学が指定する医療機関にて無料で PCR 検査を受検できる（検査費用を大学が補助）体制を整

え、積極的に活用するよう周知しています。 

 

 未だ特効薬やワクチンがない現状において、『感染しない・感染させない』を実現するためには、学

生・教職員一人ひとりが、「いつでも・誰でも感染する・感染させる可能性がある」ということを強く

自覚し、本方針に基づき、ひとり一人が適切な行動をとるよう強く求めます。 
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１．基本方針および対応に関する対象期間について 

（１） 2020 年 11 月 30 日（月）～2021 年 1 月 31 日（日）までを期間とします。 

（２） ただし、期間内においても感染拡大の状況や政府および新潟県等の動向により随時変更するこ

ととし、その内容は本学ホームページに掲載します。 

２． 冬季休暇明けの授業の再開時期・方法について 

（１） 学事暦のとおり１月７日（木）より後期授業を再開します。 

（２） ただし後期授業再開後は、以下のとおり学年別に『遠隔授業期間』および『新潟県内の自宅・

アパート等での健康観察期間』を定め、健康観察の上、対面授業を再開することとします。 

【学年別のスケジュール】 

① 1 年生および 2 年生 

＜遠隔授業期間＞ 1 月 7 日（木）～1 月 22 日（金） 

＜健康観察期間※＞ 1 月 12 日（水）～1 月 24 日（日） 

※ 帰省等で新潟県外にいる場合は、1 月 12 日までに新潟県内に移動し、 

健康観察期間中は、必ず新潟県内の自宅・アパート等で過ごし、 

不要不急の外出は可能な限り控えてください。 

＜対面授業再開日＞ 1 月 25 日（月） 

② 3 年生 

＜遠隔授業期間＞ 1 月 7 日（木）～1 月 16 日（土） 

＜健康観察期間※＞ 1 月 4 日（月）～1 月 17 日（日） 

※ 帰省等で新潟県外にいる場合は、1 月４日までに新潟県内に移動し、 

健康観察期間中は、必ず新潟県内の自宅・アパート等で過ごし、 

不要不急の外出は可能な限り控えてください。 

＜対面授業再開日＞ 1 月 18 日（月） 

（３） 遠隔授業期間中は、すべての科目を Microsoft Teams によりオンラインで実施します。 

（４） 新潟県の自宅またはアパート等において遠隔授業を受講することが困難な学生には、必要な手

続きを得た上で、大学が指定する教室等での受講を認めます。 

（５） これら情報を含む、詳細については UNIPA を通じて案内・通知しますので、必ず UNIPA か

らの連絡事項を確認してください。 

（６） やむを得ない事情により、（２）で定める健康観察期間開始日までに新潟県へ入県することが

困難な場合や、健康観察期間中に新潟県外への移動が必要な場合は、必ず事務局学務課

（0254-28-9855）まで連絡してください。 

（７） その他、不明点や判断に迷うことがあれば、事務局学務課（0254-28-9855）まで連絡してくだ

さい。 

３． 対面授業再開日までの大学入構制限等について 

（１） 12 月 25 日（金）～1 月 4 日（月）の期間は冬季休業期間となりますので、窓口対応、スクー

ルバス、食堂、図書館等のサービスを休止し、学内への立ち入りを禁止します。 



 

 

（２） また 1 月 5 日（火）以降についても、学年別に設定されている「健康観察期間」は対象学生の

通学を原則として禁止します。 

（３） ３年生の対面授業が再開される 1 月 18 日（月）までの期間については、一部サービス等につ

いて以下のとおり制限します。 

［バ ス］ スクールバスは減便運行します。 

［食 堂］ 胎内キャンパス学生食堂、新潟キャンパス移動販売ともに休止します。 

［図書館］ 胎内キャンパス図書館、新潟キャンパス図書室ともに閉館し、インターネット 

による図書の貸出（郵送）にて対応します。 

［出入口］ 胎内キャンパス A 棟出入口、新潟キャンパス正面出入口以外は封鎖します。 

ただし、通信環境等により遠隔授業を大学で受講することを許可された学生には、 

大学が指定する受講場所の出入口を開錠します。 

４． 感染リスクの高い行動の自粛について 

本学では、感染リスクの高い行動として、“３つの密に該当する環境での滞在”や“多人数での会食”、

“複数名でのカラオケ”、“大声での対話”などを、本学作成の「行動チェックシート」に具体的に例示

し、可能な限りこれら行動・環境を避けることを求めています。 

併せて、政府が提示する“感染リスクが高まる５つの場面”に基づき、感染リスクの高い行動を避け

るよう求めています。 

以下の事項を確認の上、冬季休暇期間中を含み、感染リスクを感じる行動や場面に遭遇した場合は、

速やかに胎内キャンパス事務局（0254-28-9855）まで連絡（※土日・祝日、勤務時間外など職員不在

時はメール連絡）してください。 

 

（１） UNIPA またはメールにて案内している「行動チェックシート」を必ず確認・保管するとともに、

以下の URL にて、感染リスクが高まる「5 つの場面」を確認してください。 

>> 感染リスクが高まる「5 つの場面」 

（２） 「行動チェックシート」および感染リスクが高まる「5 つの場面」で例示されている行動等を確

認し、可能な限りそれら行動・環境は避けるようにしてください。 

（３） 感染リスクを感じる場面に遭遇した場合は、速やかに事務局(0254-28-9855)まで連絡してくだ

さい。詳細について確認・聞き取りの上、対応について指示します。 

（４） その他、不明点や判断に迷うことがあれば、事務局の担当部署まで問い合わせください。 

［学 生］胎内キャンパス学務課 電話：0254-28-9855 E-mail：gakumu@nafu.ac.jp 

［教職員］胎内キャンパス総務課 電話：0254-28-9855 E-mail：soumu@nafu.ac.jp 

５． 都道府県をまたぐ移動の制限について 

（１） 1 月 31 日までを当面の期間として、新潟県を除くすべての都道府県を『感染拡大の恐れがある

地域』として指定し、不要不急の往来を原則禁止します。 

（２） ただし、“感染症対策と社会経済活動の両立”という国の基本的な考え方に則して、帰省や就職

活動を含む「やむを得ない往来」については制限の対象外とします。 

（３） 帰省や就職活動等のやむを得ない理由により新潟県外との往来が必要な場合は、必ず以下の手

順に沿って届出・報告してください。 

https://corona.go.jp/proposal/
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【新潟県外との移動に係る届出・報告について】 

① 新潟県外へ移動する際は、移動日の 1 週間前までに本学所定の書式にて、日程・訪問

先・活動予定等を届出ください。 

② 滞在中に感染リスクを感じる行動・場面に遭遇した際は、速やかに事務局へ報告の上、

本学所定の「行動チェックシート」をメールにて提出してください。 

③ 新潟県外から新潟県へ移動する際は、移動日の前日に本学所定の「行動チェックシー

ト」の指定項目を記入の上、メールにて提出してください。 

④ また、新潟県外から新潟県へ移動後は、速やかに本学所定の書式に滞在先での行動履歴

を記入の上、メールにて提出してください。 

（４） 上記（３）の届出・報告内容等に基づき、『感染リスクの高い行動』が確認された場合は、大

学への来学を禁止し、大学が指定する医療機関にて PCR 検査を受検（大学経費補助）して頂

きます。なお、事情により指定医療機関での PCR 検査の受検が困難な場合は、移動後 14 日間

は自宅待機の上、健康チェックシートによる健康観察を行う（14 日間ルール）こととします。 

（５） また、新潟県外への移動の有無や滞在エリア等に関わらず、「行動チェックシート」および感染

リスクが高まる「５つの場面」に例示された行動や“感染リスクを感じる場面”に遭遇した場合は、

速やかに事務局(0254-28-9855)まで連絡（※土日・祝日、勤務時間外など職員不在時はメール連

絡）してください。詳細について確認・聞き取りの上、対応について指示します。 

（６） 新潟県外から移動してきた方との接触についても、新潟県への移動後 14 日間は可能な限り避け

てください。 

（７） 海外渡航については、引き続き禁止します。 

（８） その他、不明点や「やむを得ない往来」等に関して判断に迷うことがあれば、事務局の担当部署

まで問い合わせください。 

［学 生］胎内キャンパス学務課 TEL：0254-28-9855 E-mail：gakumu@nafu.ac.jp 

［教職員］胎内キャンパス総務課 TEL：0254-28-9855 E-mail：soumu@nafu.ac.jp 

６． 感染しない・させないための対応について 

新型コロナウイルス感染症は、いつでも・誰でも感染するリスクがあります。 

学生・教職員の皆さんには、自身の感染を防止することはもちろん、自身が大切な誰かに感染さ

せてしまう可能性があることを自覚し、以下の事項を厳守してください。 

 

（１） 新潟県警報発令に伴うお願いについて 

⚫ 以下のリンクから新潟県ホームページ「警報発令に伴うお願い」を確認の上、記載内容に

基づき、慎重な行動をとるよう心掛けてください。 

>> 新潟県ホームページ「警報発令に伴うお願い」(期間：12 月 17 日～1 月 6 日) 

（２） 新型コロナウイルス接触確認アプリの利用について 

⚫ すべての学生・教職員は、厚生労働省が提供するスマートフォン向けのアプリ（通称：

COCOA）をイントールし、利用してください。 

⚫ まだインストールされていない方は、必ずイントールしてください。 

⚫ 陽性が確定された場合は、同アプリにて陽性登録するようお願いします。 

mailto:gakumu@nafu.ac.jp
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    【アプリのインストール】 

     Google Play はこちら 

App Store はこちら 

（３） 日常生活の注意事項の厳守について 

⚫ 手洗い、うがい、外出時のマスク着用を徹底してください。 

⚫ 複数名で食事する際は、可能な限り会話を控え、会話時にはマスクを着用してください。 

⚫ 不用意に人に触れないようにしてください。また、誰かに触れる前後には必ず手を洗うよ

うにしてください。 

⚫ 不要不急の外出は厳に控えてください。 

⚫ 特に不特定多数の人が接触する恐れが高く、「1. 換気の悪い密閉空間」、「2. 多数が集まる

密集場所」、「3. 間近で会話や発声をする密接場面」が想定される環境は絶対に避けてくだ

さい。 

⚫ クラスター発生が確認されている、「会食や飲み会、コンパ」、「カラオケ」、「多人数での集

団旅行」は厳に自粛してください。 

⚫ “３つの密に該当する環境での滞在”、“多人数での会食”や“複数名でのカラオケ”、“大声での

対話”、その他感染リスクの高い行動をした人との密な接触等、「行動チェックシート」およ

び感染リスクが高まる「５つの場面」に例示された行動や“感染リスクを感じる場面”に遭遇

した場合は、速やかに事務局(0254-28-9855)まで連絡（※土日・祝日、勤務時間外など職員

不在時はメール連絡）してください。詳細について確認・聞き取りの上、対応について指示

します。 

（４） 日々の健康管理の徹底について 

⚫ 各自、体温計を必ず用意してください。 

⚫ 健康状態のセルフチェックのためにも、毎朝・夕の検温を必ず行い、本学所定の「健康チ

ェックシート」にて日々の健康状態を記録してください。必要に応じて提出を求める場合

がありますので、日常習慣として徹底してください。 

⚫ 発熱や咳などの風邪の症状、倦怠感、味覚・嗅覚の異常などが見られた場合、また感染者

との濃厚接触が疑われる場合は、速やかに居住地の「帰国者・接触者相談センター」に相

談してください。 

 【帰国者・接触者相談センター】 

  新潟市に居住の方［新潟市保健所 保健管理局（025-212-8194）］ 

     胎内市・新発田市・阿賀野市・聖籠町に居住の方［新発田保健所（0254-26-9651）］ 

※ 上記以外の地域に居住している方は、新潟県ホームページにて確認ください。 

⚫ 併せて事務局学務課（0254-28-9855）まで必ず連絡（※土日・祝日、勤務時間外など職員

不在時はメール連絡）の上、来学（通学・通勤）を中止してください。 

⚫ 体調不良や感染者との濃厚接触の疑いがある場合は、症状等を聞き取りの上、必要に応じ

て自宅待機（学生の場合は公欠扱い）とし、対応について指示します。 

（５） 教育研究活動に関する行事・イベント等への参加について 

⚫ 不特定多数が参加する行事・集会・イベント等への参加は、感染リスク等を踏まえ、慎重

に行動してください。 

⚫ “３つの密に該当する環境での滞在”、“多人数での会食”や“複数名でのカラオケ”、“大声での

https://play.google.com/store/apps/details?id=jp.go.mhlw.covid19radar
https://apps.apple.com/jp/app/id1516764458
https://www.pref.niigata.lg.jp/sec/kenko/corona-center.html


 

 

対話”、その他感染リスクの高い行動をした人との密な接触等、「行動チェックシート」およ

び感染リスクが高まる「5 つの場面」に例示された行動や“感染リスクを感じる場面”に遭遇

した場合は、速やかに事務局(0254-28-9855)まで連絡（※土日・祝日、勤務時間外など職員

不在時はメール連絡）してください。詳細について確認・聞き取りの上、対応について指示

します。 

⚫ なお、教育研究活動に伴い“感染拡大の恐れがある地域”への移動が必要な場合は、所定の手

続きに沿って、事前届出・行動チェックシートの提出・行動履歴の報告を必ず行ってくださ

い。 

（６） 教職員の勤務上の留意事項について 

⚫ 執務場所の分散、オンラインシステムによる会議の実施、テレワークの活用等、引き続き

感染防止に努めます。 

７． クラブ活動、アルバイト活動等について 

（１） 本学学友会に所属するクラブ・サークル活動について 

⚫ 以下の手順に基づき、感染防止対策が十分に確保されていると認められた活動について許

可することとします。活動を希望するクラブ・サークルは事前に事務局学務課（0254-28-

9855）まで連絡してください。 

① 本学所定の書式にて感染防止対策を含む「活動計画書」を顧問（本学教員）および代

表学生の連名にて作成の上、学務課を通じて学生委員会に提出してください。 

② 学生委員会にて安全性等を確認の上、許可を得たものについてクラブ・サークル単位

での活動を認めます。 

③ ただし、活動希望日時や人数等が集中した場合は、感染防止のために活動計画の変更

や中止をお願いする場合があります。 

④ また、活動計画に追加・変更がある場合は、最新の「活動計画書」を学生委員会に提

出してください。 

⚫ 体育館を利用する場合は、本学が定める「施設利用ガイドライン」に従って、認められた

範囲内で利用してください。 

⚫ 合宿や遠征を計画する場合は、移動中および移動先での感染リスク（移動手段、移動先の

感染拡大状況、不特定多数との接触可能性、３つの密に該当する可能性等）を十分に検討

し、感染リスクに不安を感じる場合は計画を変更・中止してください。 

⚫ 地域連携プロジェクトとして実施される地域での課外活動については、担当教員の指示に従

い行ってください。 

⚫ なお、活動内容を問わず、発熱等の体調不良や「感染リスクの高い行動」などが確認された

ことにより、大学から自宅待機や健康観察等を指示された場合は活動への参加を禁止します。 

（２） 指定強化クラブならびに活動支援クラブの活動について 

⚫ 以下の手順に基づき、感染防止対策が十分に確保されていると認められる活動についてチ

ームでの活動を許可することとします。 

① 本学所定の書式にて感染防止対策を含む「活動計画書」を監督名にて作成し、新型コ

ロナウイルス感染症対策本部に提出してください。 

② 対策本部にて安全性等を確認の上、許可を得た活動について、監督の指示のもとチー

ムでの活動を認めます。 



 

 

③ また、活動計画に追加・変更がある場合は、最新の「活動計画書」を対策本部に提出し

てください。 

⚫ 合宿や遠征を計画する場合は、移動中および移動先での感染リスク（移動手段、移動先の

感染拡大状況、不特定多数との接触可能性、３つの密に該当する可能性等）を十分に検討

し、感染リスクに不安を感じる場合は計画を変更・中止してください。 

⚫ なお、活動内容を問わず、発熱等の体調不良や「感染リスクの高い行動」などが確認された

ことにより、大学から自宅待機や健康観察等を指示された場合は活動への参加を禁止します。 

（３） アルバイト活動およびボランティア活動について 

⚫ アルバイト活動およびボランティア活動を行う際は、“新しい生活様式”に沿った感染防止に

努めた上で実施してください。 

⚫ ただし、接待を伴う飲食業やライブハウスなど安全性を確保することが難しいと考えられる

業種や“新しい生活様式”を実践することが難しいと思われる環境でのアルバイト活動および

ボランティア活動は自粛してください。 

⚫ なお、業種や活動内容を問わず、発熱等の体調不良や「感染リスクの高い行動」などが確認

されたことにより、大学から自宅待機や健康観察等を指示された場合はアルバイト活動およ

びボランティア活動を禁止します。 

⚫ 判断に迷う場合は、事務局学務課（0254-28-9855）まで連絡してください。 

８． 校内入構について 

（１） 本学教職員・学生について 

⚫ 通勤・通学前の検温および「健康チェックシート」への記録を義務付けます。 

⚫ 37.5℃以上または平熱より１℃以上高い体温が確認された場合は、必ず事務局（0254-28-

9855）まで連絡の上、来学を中止してください。 

⚫ また、発熱や咳などの風邪の症状、倦怠感、味覚・聴覚の異常など体調不良を感じた場合も、

必ず事務局（0254-28-9855）まで連絡の上、来学を中止してください。その後の対応につい

て指示します。 

⚫ “３つの密に該当する環境での滞在”、“多人数での会食”や“複数名でのカラオケ”、“大声での

対話”、その他感染リスクの高い行動をした人との密な接触等、「行動チェックシート」に例

示された行動や“感染リスクを感じる場面”に遭遇した場合は、速やかに事務局(0254-28-

9855)まで連絡（※土日・祝日、勤務時間外など職員不在時はメール連絡）してください。詳

細について確認・聞き取りの上、対応について指示します。 

⚫ 入構の際は、必ずマスクを着用してください。マスク未着用の方の入構はできません。 

⚫ また、構内への出入りは以下の指定場所のみとし、入構時は入口に設置された消毒液で手指

消毒を行った上、自動検温システムにて体温を必ず確認してください。 

【入退館指定場所（自動検温システム設置場所）】 

胎内キャンパス・・・A 棟・K 棟・J 棟の各エントランス 

新潟キャンパス・・・正面エントランス 

⚫ スクールバスを利用する場合は、マスクを着用（必須）の上、人との距離を確保し、会話を

控えるなど、「スクールバス利用ガイドライン」に従って利用してください。 

⚫ 12 月 25 日（金）～1 月 4 日（月）の冬季休業期間中は、原則として入構禁止とします。 



 

 

（２） 学外者について 

① 新潟県外からの訪問について 

⚫ 本学では、すべての学生・教職員に対して新潟県外との不要不急の往来を原則禁止するとと

もに、以下を『感染拡大の恐れがある地域』として指定し、当該地域との移動が必要な場合

は事前の届出等のルールを設けています。 

【感染拡大の恐れがある地域（12 月 21 日更新）】 

新潟県を除くすべての都道府県 

※ 対象地域は随時更新しますので、以下のページにて最新情報をご確認ください。 

>> 新潟県との移動制限をお願いする地域について 

⚫ 新潟県外から本学訪問を希望される学外者についても、WEB 会議システムの活用等、可能

な限り訪問を自粛いただくとともに、上記『感染拡大の恐れがある地域』からの訪問につ

いては厳に自粛いただくようお願いします。 

⚫ 特別な事情により来学を希望される場合は、必ず事前に事務局総務課（0254-28-9855）ま

でご連絡ください。 

⚫ 12 月 25 日（金）～1 月 4 日（月）の冬季休業期間中の来学はお断りさせて頂きます。 

② 新潟県内からの訪問について 

⚫ 事前にアポイントの上、ご来学ください。 

⚫ 来学前は検温の上、発熱や体調不良を感じる場合は来学を中止してください。 

⚫ 来学時はマスク着用（必須）の上、入口に設置された自動検温システムにて体温を確認し

てください。 

⚫ 訪問先を問わず、必ず事務局にお立ち寄りください。 

⚫ なお、多人数での訪問や感染リスクの排除が困難であると判断した場合は来学をお断りさ

せて頂きます。 

⚫ 12 月 25 日（金）～1 月 4 日（月）の冬季休業期間中の来学はお断りさせて頂きます。 

９． 学内滞在可能時間について 

（１） 原則として、授業後速やかに帰宅してください。 

（２） 卒業研究等、滞在目的が明確な場合に限り 20 時までの学内滞在を認めます。 

１０． 図書館の利用について 

胎内キャンパス図書館および新潟キャンパス図書室について、一部サービスを制限の上、以下の

とおり開館します。 

 

（１） 開館時間および利用人数の上限について 

［胎内キャンパス図書館］9 時 00 分～18 時 00 分 利用人数上限：30 名 

［新潟キャンパス図書室］9 時 00 分～17 時 00 分 利用人数上限： 7 名 

（２） 利用人数の制限について 

［胎内キャンパス図書館］30 名 

［新潟キャンパス図書室］ 7 名 

https://nafu.ac.jp/news/18104/


 

 

（３） 一部サービス等の利用制限について 

⚫ 自習で利用する際は、長時間の滞在は避けてください。 

⚫ 視聴覚資料の視聴はできません。 

⚫ 学外者の利用はできません。 

⚫ 胎内キャンパス図書館のグループ学習室の利用は原則不可とします。 

（４） 郵送での対応について 

⚫ インターネット申込による図書の郵送（送料は利用者負担） 

⚫ 事前問合せによる文献複写の郵送（送料は利用者負担） 

（５） 図書の貸出期間について 

⚫ 2 週間を貸出期間とします。 

⚫ なお、郵送サービスを利用した場合は 3 週間を貸出期間とします。 

（６） 冬季休業期間について 

⚫ 12 月 25 日（金）～1 月 4 日（月）の冬季休業期間中は、図書館および図書室を閉館の上、

各種サービスについても休止します。 

（７） 各種問合せについて 

［胎内キャンパス図書館］ TEL：0254-28-9852（平日 9 時～18 時）  

［新潟キャンパス図書館］ TEL：025-212-3309（平日 9 時～17 時）  

 

 

以 上 


